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◆組織を見直し１部２課を削減‥‥‥‥‥‥‥‥２
◆もうすぐ１年生‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥４
◆入院時に限り高額療養費の支給申請が不要に ‥‥６

人　口 　 4 7 , 3 9 4（ 3 6人減）　

世　帯 　 1 7 , 3 5 0（ 1 6世帯減）
（　）内は前月との比較　

２

「教室はこっちだよ」園児たちの学校見学（一之宮小学校）
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企
画
政
策
部
を
設
置

　

企
画
調
整
部
門
、
財
政
、
行

政
改
革
の
各
部
門
を
統
合
し
、

企
画
政
策
部
を
設
置
し
ま
す
。

　

政
策
決
定
を
速
や
か
に
行
う

た
め
、
こ
の
部
に
は
課
を
置
き

ま
せ
ん
。

都
市
部
と
建
設
部
を
統
合

　

都
市
政
策
を
行
う
都
市
部
と
、

道
路
や
下
水
道
な
ど
の
整
備
を

行
う
建
設
部
を
統
合
し
、
都
市

建
設
部
を
新
設
し
ま
す
。

　

計
画
と
整
備
の
よ
り
密
接
な

連
携
を
図
り
、
効
率
的
な
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

防
災
安
全
課
を
設
置

　

強
固
な
防
災
体
制
を
確
立
す

る
た
め
、
災
害
対
策
部
門
と
庁

舎
な
ど
の
管
理
部
門
を
統
合
し
、

防
災
対
策
課
を
設
置
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
課
を
設
置

　

少
子
化
対
策
と
子
育
て
支
援

の
充
実
の
た
め
、
子
育
て
支
援

課
を
設
置
し
ま
す
。

　

小
児
医
療
、
ひ
と
り
親
家
庭
、

保
育
園
、
学
童
保
育
な
ど
子
育

て
全
般
を
支
援
し
ま
す
。

住
民
協
働
担
当
を
設
置

　

自
治
基
本
条
例
の
骨
子
で
あ

る
住
民
と
行
政
の
協
働
を
推
進

す
る
た
め
、
町
民
課
に
住
民
協

働
担
当
を
設
置
し
ま
す
。

　

自
治
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
文
化
行

政
、
女
性
行
政
、
広
聴
、
人
権

問
題
な
ど
町
民
と
関
わ
り
の
深

い
事
業
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　町では、町集中改革プランに基づいて
　１　社会情勢の変化に対応し、関連業務の効率的な結びつき
　　　を実現する
　２　課題を速やかに解決できる体制づくり
　３　４月１日から施行される自治基本条例の趣旨に基づき、
　　　住民に仕事の内容がわかりやすいものとする
という３つの観点から、役場組織の見直しを行いました。
　４月から、これまでの６部１９課から１部２課を減らし、５
部１７課に町長部局を再編成します。

町の行政改革　　　　　　　　　　　　　　　　

組織を見直し１部２課を削減
自治基本条例を中心に据え効率的な体制に
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４月から

課の配置も

変わります

各
課
等
の
主
な
仕
事

企
画
政
策
部

　

政
策
の
企
画
・
立
案
、
予
算

編
成
、
行
政
改
革
な
ど
。

総
務
部

総
務
課　

条
例
、
規
則
等
の
制

定
、
情
報
公
開
、
職
員
管
理
、

契
約
、
工
事
検
査
な
ど
。

防
災
安
全
課　

防
災
、
交
通
安

全
、
防
犯
、
公
有
財
産
の
管
理

な
ど
。

広
報
情
報
課　

広
報
刊
行
物
の

編
集
・
発
行
、
広
報
番
組
制
作
、

統
計
調
査
、
Ｉ
Ｔ
Ｃ
の
推
進
な

ど
。

税
務
課　

町
税
の
賦
課
・
徴
収

な
ど
。

健
康
福
祉
部

福
祉
課　

障
害
者
施
策
、
災
害

援
護
、
民
生
・
児
童
委
員
、
日

本
赤
十
字
な
ど
。

子
育
て
支
援
課　

児
童
手
当
、

小
児
医
療
費
の
助
成
、
保
育
園
、

学
童
保
育
な
ど
。

高
齢
介
護
課　

老
人
福
祉
事
業
、

老
人
保
健
医
療
、
介
護
保
険
な

ど
。

保
険
年
金
課　

国
民
健
康
保
険
、

国
民
年
金
な
ど
。

健
康
課　

母
子
保
健
、
各
種
予

防
接
種
、
健
康
づ
く
り
な
ど
。

町
民
環
境
部

町
民
課　

自
治
基
本
条
例
、
地

域
振
興
、
広
聴
、
相
談
業
務
、

戸
籍
、
住
民
基
本
台
帳
な
ど
。

環
境
課　

し
尿
、
ご
み
、
公
害

防
止
、
環
境
美
化
、
環
境
基
本

計
画
、
鳥
獣
の
捕
獲
・
飼
養
等

の
許
可
、
狂
犬
病
予
防
な
ど
。

産
業
振
興
課　

農
業
、
商
業
、

工
業
、
観
光
、
労
働
行
政
な
ど
。

都
市
建
設
部

道
路
課　

都
市
計
画
街
路
の
計

画
、
町
道
の
整
備
・
維
持
管
理

な
ど
。

下
水
道
課　

公
共
下
水
道
の
維

持
・
整
備
、
下
水
道
使
用
料
な

ど
。

都
市
計
画
課　

都
市
計
画
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
、
住

居
表
示
、
公
園
の
維
持
管
理
、

開
発
行
為
等
の
指
導
・
規
制
、

国
県
道
お
よ
び
河
川
の
整
備
促

進
な
ど
。

寒
川
駅
周
辺
整
備
事
務
所　

寒

川
駅
北
口
地
区
土
地
区
画
整
理

事
業
な
ど
。

新
幹
線
新
駅
対
策
課　

東
海
道

新
幹
線
新
駅
設
置
対
策
、
ツ
イ

ン
シ
テ
ィ
倉
見
地
区
の
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
な
ど
。

教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
総
務
課　

教
育
委
員
会
の

会
議
、
規
則
、
職
員
管
理
な
ど
。

学
校
教
育
課　

町
立
小
・
中
学

校
へ
の
就
学
、
就
学
援
助
、
就

学
相
談
、
学
校
給
食
な
ど
。

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
の
振

興
、
文
化
財
の
保
護
お
よ
び
調

査
研
究
、
青
少
年
の
健
全
育
成

な
ど
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

ス
ポ
ー

ツ・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興
、

体
育
施
設
の
管
理
運
営
な
ど
。

教
育
研
究
室　

教
育
の
研
究
・

調
査
、
教
育
相
談
な
ど
。

総
務
課

（
７
４
）
１
１
１

１
内
線
２
２
１
行
政
総
務
担
当

FAX
（
７
４
）
９
１
４
１
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楽
し
い
学
校
生
活
を送

る
た
め
に

　

新
入
生
に
と
っ
て
一
番
大
切

な
こ
と
は
、
学
校
を
好
き
に
な

る
こ
と
で
す
。

　

先
生
を
信
頼
し
、
友
達
と
仲

良
く
す
る
こ
と
や
誰
に
で
も

親
切
に
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
、

親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
子
ど

も
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
に
と
っ
て
、
大
好
き

な
先
生
や
友
達
の
い
る
学
校
は
、

き
っ
と
楽
し
い
場
所
に
な
り
ま

す
。
楽
し
く
な
れ
ば
学
校
が
好

き
に
な
り
、
学
習
意
欲
も
自
然

に
わ
い
て
き
ま
す
。

　

虫
歯
な
ど
は
早
め
に
治
療
し
、

新
し
い
環
境
へ
の
不
安
を
取
り

除
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

「
こ
ん
に
ち
は
」

「
さ
よ
う
な
ら
」
な
ど

の
あ
い
さ
つ
や
「
は

い
」
と
い
う
返
事
も
元

気
に
で
き
る
と
よ
い
で

し
ょ
う
。

生
活
の
ル
ー
ル
を

身
に
つ
け
よ
う

　

早
寝
早
起
き
、
朝

食
、
洗
顔
、
用
便
、
着

替
え
な
ど
毎
日
の
生
活

習
慣
を
し
っ
か
り
身
に

つ
け
さ
せ
、
一
人
で
で

き
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

　

小
学
生
に
な
る
と
行
動
範
囲

が
広
が
る
た
め
、
交
通
事
故
や

不
審
者
な
ど
が
心
配
で
す
。
通

学
路
を
子
ど
も
と
一
緒
に
歩
い

て
、
危
険
な
場
所
な
ど
を
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
学
校
で
気
持
ち
よ
く
生

活
す
る
た
め
に
は
、
席
に
つ
い

て
学
習
す
る
、
遊
び
の
順
番
を

待
つ
な
ど
集
団
生
活
の
ル
ー
ル

を
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
他

人
に
迷
惑
を
か
け
て
は
い
け
な

い
こ
と
を
、
家
庭
で
話
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

し
か
る
よ
り
励
ま
し
て

　

入
学
は
新
し
い
世
界
へ
の
出

発
で
す
。
学
校
生
活
に
慣
れ
る

ま
で
は
、
子
ど
も
た
ち
は
毎
日

が
緊
張
の
連
続
で
す
。

　

子
ど
も
の
ス
ト
レ
ス
を
考
え

ず
「
ぐ
ず
ぐ
ず
し
な
い
で
」
と

言
う
よ
り
も
、
子
ど
も
の
話
を

じ
っ
く
り
聞
い
て
あ
げ
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
し
か
る
よ
り
も
、

励
ま
す
こ
と
が
子
ど
も
の
気
持

ち
を
和
ら
げ
、
や
る
気
に
さ
せ

ま
す
。

心
配
事
は
相
談
を

　

学
校
生
活
な
ど
で
心
配
な
こ

と
が
あ
れ
ば
、
学
校
に
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
学
校
以
外
に
も
次
の
相

談
窓
口
も
利
用
で
き
ま
す
。

教
育
相
談
（
７
３
）４
６
３
９

青
少
年
相
談

（
７
５
）
６
８

６
１

と
き　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を

除
く
）
午
前
九
時
〜
午
後
五
時

と
こ
ろ　

学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

教
育
研
究
室

（
７
３
）

４
６
３
９
FAX（
７
３
）４
６
４
９

　

小
学
校
の
入
学
式
ま
で
あ
と
一
カ
月
。

　

子
ど
も
た
ち
の
期
待
に
満
ち
た
新
生
活
が
始
ま
り
ま
す
。

　

勉
強
も
遊
び
も
元
気
い
っ
ぱ
い
に
で
き
る
よ
う
、
い
ま
か
ら
準
備

を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

就
学
通
知
書
を

確
認
し
ま
し
ょ
う

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、

四
月
に
小
学
校
へ
入
学
す

る
児
童
の
保
護
者
あ
て
に

就
学
通
知
書
を
十
一
月
に

郵
送
し
ま
し
た
。

　

ま
た
中
学
校
に
入
学
す

る
生
徒
に
は
、
通
学
し
て

い
る
小
学
校
か
ら
就
学
通

知
書
を
渡
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
通
知
書
が
ま
だ
届

い
て
い
な
か
っ
た
り
、
特

別
な
理
由
で
通
知
さ
れ
た

学
校
以
外
へ
の
入
学
を
希

望
す
る
場
合
は
、
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

学
校
教
育
課

（
７
４
）

１
１
１
１
内
線
５
３
３

学
事
担
当
FAX
（
７
５
）

９
９
０
７

ワクワクドキドキ。１年生は期待と不安で胸がいっ
ぱい（南小学校入学式）

う
す
ぐ
一
年
生

も
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被
表
彰
者

学
校
教
育
関
係

田
中
哲
行
さ
ん
（
寒
川
小
学
校

教
員
）

大
場
明
美
さ
ん
（
旭
小
学
校
教

員
）

河
村
興
子
さ
ん
（
小
谷
小
学
校

教
員
）

渡
部
有
紀
さ
ん
（
小
谷
小
学
校

教
員
）

笹
沼
道
子
さ
ん
（
寒
川
中
学
校

教
員
）

中
山
恭
司
さ
ん
（
寒
川
東
中
学

校
教
員
）

安
部
川
桂
子
さ
ん
（
一
之
宮
小

学
校
職
員
）

原
田
泰
正
さ
ん
（
南
小
学
校
職

員
）

斉
藤
弘
樹
さ
ん
（
旭
が
丘
中
学

校
三
年
、
県
中
学
校
柔
道
大
会

男
子
55
㎏
級
優
勝
）

唐
木
遥
香
さ
ん
（
旭
が
丘
中
学

校
一
年
、
関
東
中
学
校
柔
道
大

会
女
子
48
㎏
級
三
位
）

大
久
保
泰
明
さ
ん
（
小
谷
小
学

校
の
生
産
体
験
学
習
に
協
力
）

佐
藤
博
さ
ん
（
通
学
路
で
の
交

通
安
全
指
導
や
声
か
け
）

幼
児
教
育
関
係

中
間
憲
子
さ
ん
（
相
原
学
園
一

之
宮
相
和
幼
稚
園
教
員
）

野
口
和
子
さ
ん
（
磯
川
学
園
倉

見
幼
稚
園
教
員
）

社
会
教
育
関
係

藤
田
徹
郎
さ
ん
（
社
会
教
育
委

員
）

野
口
チ
ホ
子
さ
ん
（
青
少
年
指

導
員
）

山
口
陸
太
郎
さ
ん
・
山
口
真
紀

子
さ
ん
（
ゆ
め
か
な
が
わ
ス

ポ
ー
ツ
健
康
シ
ニ
ア
フ
ェ
ス
タ

２
０
０
５
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
大

会
ラ
テ
ン
の
部
優
勝
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
寒
川
町
代

表
チ
ー
ム
（
県
総
合
体
育
大
会

秋
季
大
会
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
）

（
順
不
同
）

功績をたたえ16人
２団体を表彰

六
十
八
歳
・
六
十
九
歳
の

医
療
費
助
成
制
度
を
廃
止
し
ま
す

　

町
教
育
委
員
会
表
彰
式
を
二
月
一
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
町
の
教
育
や
文
化
、ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢
献
し
た
人
の
功

績
を
た
た
え
る
も
の
で
、今
年
は
十
六
人
、二
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
六
十
八
・
六
十
九
歳

で
非
課
税
世
帯
の
人
を
対
象
に
、

医
療
機
関
で
支
払
う
医
療
費
の

一
部
を
助
成
す
る
高
齢
者
医
療

費
助
成
制
度
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

昭
和
四
十
七
年
に
町
独
自
の

事
業
と
し
て
始
ま
っ
た
こ
の
制

度
は
、
開
始
か
ら
す
で
に
三
十

年
以
上
経
ち
ま
し
た
。
現
在
で

は
平
均
寿
命
が
開
始
当
時
と
比

べ
て
八
歳
以
上
も
伸
び
、
経
済

状
況
も
変
化
す
る
な
ど
高
齢
者

を
取
り
巻
く
状
況
が
大
き
く
変

わ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
時
代
の
変
化
に

あ
っ
た
新
た
な
施
策
展
開
の
必

要
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
四
月
か
ら
は
国

の
高
齢
者
医
療
制
度
も
大
き
く

町教育委員会表彰式

変
わ
り
、
七
十
歳
か
ら
七
十
四

歳
ま
で
の
医
療
費
負
担
割
合
が

一
割
か
ら
二
割
へ
引
き
上
げ
ら

れ
る
た
め
、
負
担
割
合
の
逆
転

現
象
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

そ
の
た
め
、
こ
の
助
成
制
度

は
三
月
三
十
一
日
で
廃
止
し
ま

す
。

医
療
証
は
返
却
し
て
く
だ
さ
い

　

無
効
に
な
っ
た
医
療
証
は
破

っ
た
り
捨
て
た
り
せ
ず
に
、
高

齢
介
護
課
へ
直
接
ま
た
は
郵
送

で
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
介
護
課
（
７
４
）

１
１
１
１
内
線
４
４
６
高
齢
福

祉
担
当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

　

高
齢
者
医
療
費
助
成
制
度
は
、
三
月
三
十
一
日
で
廃
止
し
ま
す
。

四
月
一
日
以
降
に
六
十
八
歳
に
な
る
人
に
は
、
こ
の
制
度
は
適
用
さ

れ
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
医
療
証
の
有
効
期
限
が
三
月
三
十
一
日
以
降
に
な
っ
て
い

る
人
は
、期
限
が
切
れ
る
ま
で
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
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四
月
以
降
に
診
療
を
受
け
る
分
か
ら
、
七
十
歳
未
満
の
人
は
入
院

分
に
限
り
高
額
療
養
費
の
申
請
手
続
き
が
不
要
に
な
り
ま
す
。

　

入
院
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
ら
印
鑑
を
持
っ
て
、
保
険
年
金
課
へ

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

入
院
し
た
場
合
で
も
、
こ
れ

ま
で
は
七
十
歳
以
上
の
人
以

外
は
医
療
費
の
三
割
に
あ
た
る

自
己
負
担
額
を
医
療
機
関
に
一

度
支
払
う
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
金
額
が
自
己
負
担
限
度

額
を
超
え
て
い
た
場
合
に
、
町

か
ら
支
給
さ
れ
て
い
た
の
が
高

額
療
養
費
で
す
。

　

し
か
し
、
医
療
機
関
に
支
払

い
を
済
ま
せ
て
か
ら
高
額
療
養

費
が
支
給
さ
れ
る
ま
で
数
カ
月

か
か
る
た
め
、
一
時
的
に
多
額

の
医
療
費
の
支
払
い
が
患
者
に

生
じ
る
こ
と
に
な
り
、
大
き
な

負
担
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
制
度
改
正
で
、
七
十

歳
未
満
の
人
で
も
入
院
し
た
場

合
に
限
り
、
医
療
機
関
で
精
算

す
る
と
き
に
自
己
負
担
限
度
額

ま
で
の
支
払
い
で
済
む
よ
う
に

な
り
、
高
額
療
養
費
の
支
給
申

請
が
不
要
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
国
民
健
康
保
険
料
の

未
納
が
あ
る
人
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

自
己
負
担
限
度
額
と
は

　

医
療
機
関
で
患
者
が
支
払
う

自
己
負
担
額
に
は
、
一
カ
月
を

単
位
と
し
て
上
限
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
自
己
負
担

入
院
時
に
限
り
高
額
療
養
費
の

支
給
申
請
が
不
要
に国

民
健
康
保
険

　

今
ま
で
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
た
人
が
ほ
か
の
健
康

保
険
制
度
に
加
入
も
し
く
は
扶

養
家
族
と
し
て
認
定
さ
れ
た
場

合
や
、
逆
に
職
場
の
健
康
保
険

か
ら
脱
退
し
た
場
合
な
ど
の
よ

う
に
、
国
民
健
康
保
険
を
や
め

た
り
加
入
し
た
り
す
る
た
め
に

は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

右
下
の
届
出
の
例
を
参
考

に
、
健
康
保
険
の
加
入
資
格
が

変
わ
っ
た
日
か
ら
十
四
日
以
内

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
を
し
な
い
と
、
い
つ

ま
で
も
国
民
健
康
保
険
料
が
か

か
っ
た
り
、
も
し
も
の
と
き
に

医
療
機
関
で
保
険
診
療
が
受
け

ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
の
資
格
は
、
自
動
的
に
切
り
替
わ
り
ま
せ
ん
。

　

資
格
の
切
り
替
え
が
ま
だ
済
ん
で
い
な
い
人
は
、
至
急
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
の
例

こんなとき 必要なもの

加入する
とき

他の市町村から転入してきたとき 前市町村の転出証明書、通帳、通帳印

職場の健康保険などを脱退したとき 資格喪失証明書、退職証明書、離職票
のいずれか、通帳、通帳印

子どもが生まれたとき 通帳、印鑑
外国籍の人が加入するとき 外国人登録証明書、通帳、通帳印

脱退する
とき

他の市町村へ転出するとき 保険証、通帳、印鑑
職場の健康保険などに加入したとき 保険証、職場の保険証、通帳、印鑑
死亡したとき 保険証、葬儀の領収書、通帳、印鑑

その他

退職者医療制度に該当したとき 年金証書、保険証
住所、世帯主、氏名などが変わったとき 保険証、印鑑
世帯を分けたり、一緒にしたとき 保険証、印鑑
保険証をなくしたり、破損して使えな
くなったとき

破損した保険証、顔写真入りの身分証
明、印鑑

修学のため、子どもが他の市町村に住むとき 保険証、在学証明書、印鑑

自己負担限度額（月額）

所得区分 3回目まで 4回目以降※2
　　

一般 80,100円＋（医療費が267,000円を超え
た場合は、その超えた分の1％） 44,400円

上位所得者※１
　　 150,000円＋（医療費が500,000円を超え

た場合は、その超えた分の1％） 83,400円

住民税非課税世帯 35,400円 24,600円

※１　基礎控除後の総所得金額などが600万円を超える世帯に当たります。
※２　過去12か月間に、一つの世帯での支給が４回以上あった場合の、４回目
　　　以降の限度額。

限
度
額
と
い
い
ま
す（
左
上
表
）。

　

こ
の
額
は
、
世
帯
の
所
得
状

況
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

認
定
証
が
必
要
で
す

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
た
め

に
は
、
自
己
負
担
限
度
額
の
適

用
区
分
が
記
さ
れ
た
限
度
額
適

用
認
定
証
が
必
要
で
す
。

　

入
院
の
届
け
出
を
し
た
人
に

は
、
そ
の
場
で
限
度
額
適
用
認

定
証
を
交
付
し
ま
す
。

　

緊
急
入
院
し
た
場
合
な
ど
で

事
前
に
届
け
出
が
で
き
な
か
っ

た
人
や
、
外
来
診
療
で
高
額
療

養
費
が
支
給
さ
れ
る
人
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
町
か
ら
送
付
さ

れ
る
高
額
療
養
費
支
給
申
請
書

を
使
っ
て
給
付
の
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

加
入
・
脱
退
に
は

届
け
出
が
必
要
で
す

保
険
年
金
課

（
７
４
）

１
１
１
１
内
線
２
７
４
国
保
担

当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３
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ま
と
め
て
お
得
な
前
納
制
度

　

定
め
ら
れ
た
期
間
分
の
国
民

年
金
保
険
料
を
ま
と
め
て
納
め

る
と
、
割
り
引
き
に
な
り
ま
す
。

　

納
付
書
と
口
座
振
替
、
ど
ち

ら
で
も
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す

が
、
割
引
金
額
は
異
な
り
ま
す
。

同
じ
期
間
な
ら
、
口
座
振
替
で

の
前
納
の
方
が
納
付
書
で
の
前

納
よ
り
も
お
得
で
す
。

納
付
書　

一
年
前
納
は
三
千
円
、

六
カ
月
前
納
は
六
百
九
十
円
の

割
り
引
き

口
座
振
替　

一
年
前
納
は
三
千

五
百
五
十
円
、
六
カ
月
前
納
は

九
百
六
十
円
の
割
り
引
き

早
け
れ
ば
お
得
な
早
割
制
度

　

口
座
振
替
で
は
、
当
月
分
の

国
民
年
金
保
険
料
は
翌
月
末
に

引
き
落
と
し
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
引
き
落
と
し
の
時
期
を

当
月
末
に
す
る
と
、
一
カ
月

五
十
円
割
り
引
き
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
初
回
の
み
二
カ
月
分
引

き
落
と
し
で
五
十
円
の
割
り
引

き
で
す
。

口
座
振
替
・
早
割
は
事
前
登
録

が
必
要
で
す

　

前
納
制
度
は
、
四
月
に
社
会

保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
る
一
年

前
納
用
か
六
カ
月
前
納
用
の
納

付
書
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
年

度
の
途
中
で
前
納
に
し
た
い
と

き
は
、
藤
沢
社
会
保
険
事
務
所

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

前
納
制
度
の
口
座
振
替
お
よ

び
早
割
制
度
を
四
月
か
ら
利
用

し
た
い
場
合
は
、
三
月
中
（
十

月
か
ら
三
月
ま
で
の
六
カ
月
前

納
は
九
月
中
）
に
社
会
保
険
事

務
所
と
金
融
機
関
へ
事
前
登
録

を
し
て
く
だ
さ
い
。
金
融
機
関

で
手
続
き
が
間
に
合
わ
な
い
場

合
、
希
望
す
る
金
融
機
関
で
口

座
番
号
の
証
明
を
取
り
、
藤
沢

社
会
保
険
事
務
所
へ
直
接
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
の
申
し
込
み

　

全
国
の
金
融
機
関
で
、
国
民

年
金
保
険
料
の
口
座
振
替
が
利

用
で
き
ま
す
。
混
雑
し
が
ち
な

金
融
機
関
な
ど
で
納
め
る
手
間

と
時
間
が
省
け
ま
す
。

　

納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、

預
貯
金
通
帳
、
通
帳
印
を
持
参

し
、
希
望
の
金
融
機
関
も
し
く

は
社
会
保
険
事
務
所
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
ん
で
か
ら
引
き
落
と

し
が
始
ま
る
ま
で
に
一
〜
二
カ

月
程
度
か
か
り
ま
す
。
振
替
開

始
日
は
、
社
会
保
険
事
務
所
か

ら
送
付
さ
れ
る
国
民
年
金
保
険

料
の
口
座
振
替
の
お
知
ら
せ
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

藤
沢
社
会
保
険
事
務
所

０
４
６
６
（
５
０
）
１
１
５
１

保
険
年
金
課

（
７
４
）

１
１
１
１
内
線
２
７
２
年
金
担

当
FAX
（
７
４
）
５
６
２
３

隣
近
所
の
ご
み
事
情

　

製
品
を
使
い
切
っ
た
り
取
り
出
し
た
り
し
た
後
に
不
要
と

な
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
容
器
や
包
装
材
を
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
と
い
い
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
出
し
方

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
に
は
、
図
の
よ
う
な
マ
ー

ク
が
付
い
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
容
器

包
装
で
出
せ

る
の
は
、
容

器
や
包
装
、
梱こ
ん

包
材
だ
け
で

す
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
作
ら
れ

て
い
て
も
、
お
も
ち
ゃ
や
文

具
、歯
ブ
ラ
シ
、プ
ラ
ン
タ
ー
、

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
な
ど
、
製
品

そ
の
も
の
は
出
せ
ま
せ
ん
。

対
象
と
な
る
も
の

　

お
菓
子
の
袋
、
シ
ャ
ン
プ

ー
・
リ
ン
ス
の
容
器
、
食
品

用
ト
レ
イ
、
電
化
製
品
の
緩

衝
材
（
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な

ど
）
、
卵
の
パ
ッ
ク
、
マ
ヨ

ネ
ー
ズ
・
か
ら
し
な
ど
の
チ

ュ
ー
ブ
な
ど

出
し
か
た

　

シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど
中
身
が

入
っ
て
い
た
容
器
は
、
中
身

を
す
べ
て
出
し
、
洗
っ
て
汚

れ
を
落
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
大

き
な
も
の
は
、
収
集
袋
に
入

る
大
き
さ
に
切
り
ま
し
ょ
う
。

　

必
ず
専
用
の
指
定
収
集
袋

に
入
れ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
の
収
集
日
に
可
燃

ご
み
置
き
場
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。

環
境
課

（
７
４
）
１
１

１
１
内
線
２
４
３
清
掃
担
当

FAX
（
７
４
）
９
１
４
１

35

　

ま
と
め
て
納
め
る
。
早
め
に
納
め
る
。

　

国
民
年
金
に
は
、
納
め
方
次
第
で
保
険
料
が
割
り
引
き
に
な
る
前

納
制
度
と
早
割
制
度
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
に
は

割
引
制
度
が
あ
り
ま
す

このマークが
目印です
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【
縦
覧
】

　

自
分
の
土
地
や
家
屋
の
価
格

と
ほ
か
の
土
地
や
家
屋
の
価
格

を
比
較
す
る
こ
と
で
、
価
格
が

適
正
か
ど
う
か
確
認
で
き
る
制

度
で
す
。

と
き　

四
月
二
日
（
月
）
〜
五

月
三
十
一
日
（
木
）
午
前
八
時

三
十
分
〜
午
後
五
時
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

と
こ
ろ　

役
場
東
分
庁
舎

縦
覧
で
き
る
帳
簿

●
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

内
容　

所
在
、
地
番
、
地
目
、

地
積
、
価
格

●
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

内
容　

所
在
、
家
屋
番
号
、
種

類
、
構
造
、
床
面
積
、
価
格

※
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
て

い
る
土
地
・
家
屋
に
限
り
ま
す
。

縦
覧
で
き
る
人　

納
税
義
務

者
、
納
税
義
務
者
と
同
居
の
家

族
、
納
税
管
理
人
、
代
理
人

必
要
な
も
の　

納
税
通
知
書

（
前
年
度
分
で
も
可
）
、
代
理

人
の
場
合
は
委
任
状

※
土
地
（
家
屋
）
の
み
を
所
有

し
て
い
る
人
は
、
家
屋
（
土

地
）
縦
覧
帳
簿
を
見
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

【
閲
覧
】

と
き　

四
月
二
日（
月
）か
ら

午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
五
時

（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

と
こ
ろ　

役
場
東
分
庁
舎

　

借
地
人
、
借
家
人
は
賃
貸
料

を
払
っ
て
い
る
場
合
に
限

り
ま
す
。

費
用　

五
月
三
十
一
日

（
木
）
ま
で
は
無
料
。
そ

れ
以
降
は
一
名
義
に
つ
き

三
百
円
（
借
地
人
・
借
家

人
を
除
く
）

税
務
課

（
７
４
）

１
１
１
１
内
線
２
５
４

資
産
税
担
当
FAX
（
７
４
）

１
３
８
５

土
地
・
家
屋
の
評
価
額
が
確
認
で
き
ま
す

固
定
資
産
税
の
縦
覧
と
閲
覧

　

給
与
所
得
者
は
大
半
の
人
が
、

ど
ち
ら
の
税
金
も
給
料
か
ら
の

天
引
き
で
す
。
そ
の
た
め
自
分

が
納
め
て
い
る
税
金
は
い
つ
の

所
得
の
分
な
の
か
、
と
い
う
意

識
が
な
い
人
も
い
る
よ
う
で
す
。

　

所
得
税
は
、
一
月
か
ら
十
二

月
ま
で
の
一
年
間
の
所
得
に
対

し
、
そ
の
年
中
に
税
金
を
納
め
、

過
不
足
は
翌
年
三
月
の
確
定
申

告
で
精
算
し
ま
す
。

　

個
人
住
民
税
は
、
確
定
申
告

な
ど
で
確
定
し
た
所
得
を
基
に

翌
年
度
の
六
月
に
課
税
し
、
町

が
納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

例
え
ば
給
与
所
得
者
が
年
の

途
中
で
会
社
を
退
職
し
た
場
合
、

翌
年
三
月
の
確
定
申
告
で
所
得

税
の
過
不
足
を
精
算
し
ま
す
。

　

た
だ
し
こ
れ
で
終
わ
り
で
は

な
く
、
六
月
に
個
人
住
民
税
の

納
税
通
知
書
が
町
か
ら
届
き
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
所
得
税
と
個
人

住
民
税
は
課
税
の
時
期
が
違
い

ま
す
か
ら
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

税
務
課

（
７
４
）
１
１
１

１
内
線
２
５
４
町
民
税
担
当
FAX

（
７
４
）
１
３
８
５

　

個
人
の
所
得
に
か
か
る
税
金
は
、
国
に
納
め
る
所
得
税
と
、
町
に

納
め
る
個
人
住
民
税
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
二
つ
は
課
税
さ
れ
る
時
期
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。

所
得
税
と
個
人
住
民
税
は

課
税
の
時
期
が
異
な
り
ま
す

閲覧の条件一覧

閲覧できる人 対象となる固定資産 必要なもの

固定資産税の納税義
務者

納税義務の対象となっ
ている固定資産

借地人 借りている土地
賃貸借契約書

借家人 借りている家屋とその
敷地である土地

所有者や破産管財人
等の固定資産を処分
する権利を有する人

権利の対象となってい
る固定資産

権利関係を示す
書類

青
少
年
の
健
全
育
成
で
県
表
彰

　

二
月
十
日
、
横
浜
市
開
港
記
念
会
館

で
県
青
少
年
育
成
功
労
者
表
彰
式
が
開
催

さ
れ
、
社
会
環
境
の
浄
化
活
動
で
町
青
少

年
環
境
浄
化
推
進
協
議
会
（
天
利
幸
一
会

長
）
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

同
時
に
行
わ
れ
た
県
青
少
年
育
成
活
動

推
進
者
表
彰
式
で
は
、
青
少
年
健
全
育
成

で
町
青
少
年
指
導
員
の
高
橋
美
知
子
さ
ん

（
一
之
宮
）
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

表彰を受けた天利さん（右）と高橋さ
ん（左）
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狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
毎
年

一
回
四
月
か
ら
六
月
の
間
に
受

け
さ
せ
る
こ
と
が
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
生
後
九
十
一
日
以
上

の
犬
を
対
象
に
、
狂
犬
病
予
防

注
射
と
登
録
を
行
い
ま
す
。
会

場
で
注
射
で
き
な
い
場
合
は
、

動
物
病
院
で
必
ず
受
け
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。

持
ち
物

登
録
し
て
い
る
犬

愛
犬
手
帳
、
予
防
注
射
通
知
書
、

費
用
（
一
頭
三
千
五
百
円
）

登
録
の
な
い
犬

費
用
（
一
頭
六
千
五
百
円
）

●
注
射
は
雨
天
で
も
行
い
ま
す
。

開
始
直
後
は
大
変
混
雑
し
ま
す

の
で
、
時
間
を
ず
ら
し
ま
し
ょ

う
。

　

昨
年
、
日
本
で
も
実
に
三
十
六
年
ぶ
り
に
死
者
が
出
た
狂
犬
病
は
、

今
で
も
世
界
で
毎
年
三
万
〜
五
万
人
が
亡
く
な
っ
て
い
る
恐
ろ
し
い

病
気
で
す
。
狂
犬
病
は
、
す
べ
て
の
哺ほ

乳に
ゅ
う

類
に
感
染
す
る
人
獣
共
通

感
染
症
で
未
だ
に
治
療
法
が
な
く
、
発
病
す
る
と
犬
も
人
間
も
、
ほ

ぼ
死
亡
し
ま
す
。

　

あ
な
た
の
大
切
な
人
を
守
る
た
め
に
も
、
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を

必
ず
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
は

最
寄
り
の
会
場
で

●
犬
同
士
の
事
故
を
防
ぐ
た

め
、
首
輪
が
抜
け
な
い
よ
う
に

し
、
引
き
綱
を
短
く
持
っ
て
お

待
ち
く
だ
さ
い
。

●
注
射
の
時
に
、
犬
を
押
さ
え

ら
れ
る
人
が
連
れ
て
き
て
く
だ

さ
い
。
押
さ
え
ら
れ
な
い
と
注

射
で
き
ま
せ
ん
。

●
危
険
で
す
か
ら
子
ど
も
を
同

伴
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
犬
の
ふ
ん
は
飼
い
主
が
必
ず

持
ち
帰
り
、
尿
は
水
で
流
し
て

く
だ
さ
い
。

●
病
気
等
で
注
射
で
き
な
い
場

合
は
、
動
物
病
院
で
診
察
を

受
け
、
診
断
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
集
合
注
射
会
場
で
は
、

診
断
書
は
発
行
で
き
ま
せ
ん
。

●
高
齢
や
体
の
弱
い
犬
は
、
動

物
病
院
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

●
動
物
病
院
で
接
種
す
る
場
合

も
、
愛
犬
手
帳
が
必
要
で
す
。

料
金
な
ど
は
、
各
病
院
へ
直
接

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

環
境
課

（
７
４
）
１
１
１

１
内
線
２
４
９
環
境
担
当
FAX

（
７
４
）
９
１
４
１

　

人
用
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト

を
ペ
ッ
ト
に
与
え
る
際
に

は
注
意
が
必
要
で
す
。

　

例
え
ば
ミ
ネ
ラ
ル
過
剰

で
腎
臓
を
傷
め
た
り
、
尿

路
に
結
石
を
作
っ
た
り
、

キ
シ
リ
ト
ー
ル
や
ガ
ー

リ
ッ
ク
な
ど
ペ
ッ
ト
に
与

え
て
は
い
け
な
い
サ
プ
リ

メ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
ど
ん
な
サ
プ

リ
メ
ン
ト
も
﹁
新
鮮
な
ネ

ズ
ミ
﹂
に
は
か
な
い
ま
せ

ん
。
狩
猟
本
能
を
満
た
し

た
後
に
味
わ
う
、
﹁
完
全

栄
養
食
﹂
の
味
を
知
ら
な

い
猫
が
増
え
る
事
は
、
残

念
に
思
わ
れ
て
な
り
ま
せ

ん
。

　

一
方
、
加
工
品
で
あ
る

ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
保
存
料
、
添
加
物

が
配
合
さ
れ
、
ペ
ッ
ト
は

人
の
何
倍
も
の
化
学
物
質

に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
ペ
ッ
ト
た
ち
は
、

人
以
上
に
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を

切
望
し
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

定
期
的
に
健
康
管
理
を
し
、

必
要
で
あ
れ
ば
サ
プ
リ
メ
ン

ト
を
与
え
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
。

著　

茅
ヶ
崎
寒
川
獣
医
師
会

h
t
t
p
://w

w
w
.c
s
-

a
nim
a
ld
o
c
to
r.c
o
m
/

環
境
課

︵
７
４
︶
１
１

１
１
内
線
２
４
９
環
境
担
当

FAX
︵
７
４
︶
９
１
４
１

ペ
ッ
ト
と
サ
プ
リ
メ
ン
ト

ペットは地球の仲間 11

狂犬病予防注射会場

日時 ９：30～11：00 13：30～14：30

４／10（火） 小動神社 菅田公園

11（水） 一之宮公園 倉見観音堂緑地

12（木） 大村ちびっこ広場 越公園

13（金） さむかわ中央公園
自由広場 貴船神社



【
投
票
で
き
る
人
】

県
議
会
議
員
選
挙

　

現
在
の
住
所
で
投
票
が
で
き

る
人
は
、
平
成
十
八
年
十
二

月
二
十
九
日
以
前
に
町
に
住
民

登
録
（
転
入
の
届
け
出
）
を
し
、

昭
和
六
十
二
年
四
月
九
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
で
す
。

　

平
成
十
八
年
十
二
月
三
十
日

以
降
に
県
内
の
他
市
区
町
村
か

ら
転
入
し
た
人
は
、
投
票
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
前

住
所
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

県
知
事
選
挙

　

現
在
の
住
所
で
投
票
で
き
る

人
は
、
平
成
十
八
年
十
二
月

二
十
一
日
以
前
に
町
に
住
民
登

録
を
し
、
昭
和
六
十
二
年
四
月

九
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
す
。

【
投
票
所
入
場
整
理
券
】

　

有
権
者
に
投
票
所
入
場
整
理

券
を
郵
送
し
ま
す
。
こ
の
券
に

は
一
枚
に
つ
き
三
人
ま
で
の
有

権
者
と
投
票
所
な
ど
を
記
載
し

ま
す
の
で
、
確
認
し
て
指
定
さ

れ
た
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ

さ
い
。
券
が
届
か
な
い
と
き
や

紛
失
し
た
場
合
で
も
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票

が
で
き
ま
す
。

【
町
内
で
転
居
し
た
人
】

　

三
月
二
十
日
ま
で
に
町
内
で

転
居
し
、
す
で
に
転
居
手
続
き

を
し
た
人
は
、
新
し
い
住
所
地

の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ

い
。

　

こ
れ
以
降
に
転
居
手
続
き
を

し
た
人
は
旧
住
所
地
の
投
票
所

で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

【
投
票
所
で
の
サ
ー
ビ
ス
】

代
理
投
票

　

身
体
の
不
自
由
な
人
で
、
候

補
者
の
名
前
が
書
け
な
い
人
は
、

投
票
所
の
係
員
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

点
字
投
票

　

目
が
不
自
由
な
人
は
、
点
字

で
投
票
が
で
き
ま
す
。

県
議
会
議
員

　
　
　

県
知
事
選
挙

投
票
日　

四
月
八
日（
日
）午
前
七
時
〜
午
後
八
時

投票所
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【
期
日
前
投
票
】

　

二
十
歳
以
上
の
人
で
、
仕
事

な
ど
や
む
を
得
な
い
理
由
で
投

票
日
に
投
票
所
へ
行
け
な
い
人

は
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

投
票
期
間
・
投
票
時
間　

三
月

二
十
三
日
（
金
）
〜
四
月
七
日

（
土
）
午
前
八
時
三
十
分
〜
午

後
八
時

※
県
議
会
議
員
選
挙
の
期
日
前

お
よ
び
不
在
者
投
票
は
三
月

三
十
一
日
（
土
）
か
ら
で
す
。

投
票
場
所　

町
民
セ
ン
タ
ー

【
指
定
病
院
等
で
の
不
在
者
投
票
】

　

指
定
登
録
さ
れ
た
病
院
や
高

齢
者
施
設
等
に
入
院
・
入
所
中

の
人
、
出
張
な
ど
で
国
内
の
滞

任
地
に
い
る
人
は
、
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。

【
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
】

対
象
者　

表
に
あ
る
手
帳
を
持

ち
、
そ
れ
ぞ
れ
障
害
の
程
度
に

該
当
す
る
人

※
選
挙
管
理
委
員
会
で
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。

　

さ
ら
に
次
に
該
当
す
る
人
は
、

代
理
記
載
人
に
投
票
に
か
か
わ

る
記
載
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

●
身
体
障
害
者
手
帳
の
上
肢
ま

た
は
視
覚
の
障
害
の
程
度
が
一

級●
戦
傷
病
者
手
帳
の
上
肢
ま
た

は
視
覚
の
障
害
の
程
度
が
特
別

項
症
か
ら
第
二
項
症

【
選
挙
公
報
】

　

候
補
者
の
政
見
や
経
歴
な
ど

が
わ
か
る
選
挙
公
報
は
、
新
聞

（
朝
日
・
神
奈
川
・
産
経
・
東

京
・
日
本
経
済
・
毎
日
・
読
売

の
七
紙
）
に
折
り
込
み
で
配
布

し
ま
す
。

　

未
講
読
で
選
挙
公
報
が
届
か

な
い
人
は
、
選
挙
管
理
委
員
会

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
公
民
館
等
の
町
施
設
で

も
入
手
で
き
ま
す
。

【
即
日
開
票
】

と
き　

投
票
日
の
午
後
九
時
か
ら

と
こ
ろ　

寒
川
総
合
体
育
館

※
町
選
挙
人
名
簿
に
記
載
さ
れ

た
人
の
み
参
観
で
き
ま
す
。

【
投
票
速
報
】

　

投
票
速
報
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

h
ttp
://w

w
w
.tow

n
.

sam
ukaw

a.kanagaw
a.jp

　

開
票
の
結
果
は
、
県
選
挙
管

理
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

http://www.pref.kanagawa.jp

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

（
７
４
）
１
１
１
１
内
線

５
９
６
FAX
（
７
４
）
９
１
４
１

郵便等で不在者投票ができる人
身体障害者手帳 障害の程度

両下肢・体幹・移動機能の障害 １級～２級
心臓・腎臓・呼吸器・ぼうこう・直腸・小腸の障害 １級～２級
免疫の障害 １級～３級

戦傷病者手帳 障害の程度

両下肢・体幹の障害 特別項症～第２項症
内臓機能障害 特別項症～第３項症

介護保険の被保険者証 区　分

要介護区分 要介護５
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二
月
三
日
、
寒
川
神
社
と
一
之
宮
八
幡

大
神
で
節
分
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

土
曜
日
だ
っ
た
こ
の
日
は
、
天
気
に
も

恵
ま
れ
、
寒
川
神
社
で
は
大
勢
の
人
が
福

豆
を
も
ら
お
う
と
、
早
く
か
ら
や
ぐ
ら
の

周
り
に
集
ま
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
年
男
年
女
を
中
心
に
や
ぐ
ら
に

上
っ
た
人
が
豆
を
ま
く
と
、
あ
ち
こ
ち
か

ら
「
こ
っ
ち
に
投
げ
て
」
の
声
。
「
人
が

い
っ
ぱ
い
で
ど
こ
に
ま
い
て
い
い
か
わ
か

ら
な
か
っ
た
」
と
年
男
の
男
性
。

　

福
豆
に
は
番
号
札
が
入
っ
て
い
て
、
番

号
に
よ
っ
て
景
品
と
交
換
し
て
も
ら
え
ま

す
。
境
内
は
景
品
を
手
に
笑
顔
の
人
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

一
月
二
十
七
日
、
今
年
で
四
回
目
と
な
る
冬

の
野
鳥
観
察
会
を
開
催
し
、
四
十
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
こ
の
日
は
田
端
の
田
園
地
帯
や
小
出

川
沿
い
を
歩
き
な
が
ら
、
野
鳥
を
観
察
し
ま
し

た
。

　

ガ
イ
ド
と
い
っ
し
ょ
に
観
察
す
る
こ
と
で
鳥

の
名
前
や
生
態
を
聞
く
こ
と
が
で
き
「
こ
れ
か

ら
鳥
の
声
に
反
応
し
そ
う
で
す
」
と
参
加
者
。

　

今
回
、
冬
の
貴
婦
人
と
言
わ
れ
る
タ
ゲ
リ
は

見
つ
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
中
瀬
付
近
の

小
出
川
沿
い
で
カ
ワ
セ
ミ
を
見
つ
け
、
参
加
者

は
喜
び
の
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

一
月
二
十
七
日
と
二
十
八
日
に
寒
川

町
公
民
館
で
キ
ム
チ
作
り
教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

二
日
間
で
四
十
人
の
参
加
者
が
あ
り
、

伊
藤
英
子
さ
ん
（
料
理
研
究
家
）
指
導

の
も
と
、
キ
ム
チ
の
本
場
、
韓
国
の
安ア
ン

さ
ん
を
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
迎
え
、
本
場

さ
な
が
ら
の
キ
ム
チ
を
作
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
野
菜
を
刻
ん
だ
り
、
す

り
下
ろ
し
た
り
と
協
力
し
合
い
な
が
ら
、

楽
し
く
キ
ム
チ
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　

昼
食
時
に
は
、
韓
国
の
家
庭
料
理
の

福
を
呼
ぶ
豆
ま
き

ど
ん
な
鳥
が
見
つ
か
る
か
な

話
題
や
、
ど
の
よ
う
な
食
材
を
入
れ
る
と

キ
ム
チ
は
お
い
し
く
な
る
の
か
、
な
ど
を

安
さ
ん
に
質
問
し
て
い
ま
し
た
。

「こっち、こっち」大きな声とともに手が伸びる
（寒川神社）

鬼めがけて「エイ ヤッ」（一之宮八幡大神）

　

一
之
宮
八
幡
大
神
で
は
、

十
歳
以
下
の
子
ど
も
た
ち
約

三
百
五
十
人
が
集
ま
り
ま
し

た
。

　

小
さ
い
子
ど
も
た
ち
は
、

怖
が
り
な
が
ら
も
大
き
な
声

で
元
気
よ
く
「
鬼
は
外
、
福

は
内
」
と
言
い
な
が
ら
、
鬼

を
装
っ
た
大
人
に
向
か
っ
て

豆
を
ま
い
て
い
ま
し
た
。

　

豆
ま
き
を
終
え
た
子
ど
も

た
ち
は
、
福
豆
と
景
品
を
も

ら
い
、
大
満
足
で
し
た
。

双眼鏡をのぞき観察する参加者。この日は23
種類の鳥を確認しました

丁寧に白菜に具材を塗り込んで完成した
キムチを前に、笑顔の参加者

本
場
の
味
を
手
作
り
で
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わ
た
し
た
ち
は
、
北
部
文
化
福
祉
会
館
で
行
わ
れ
た

大
正
琴
教
室
を
き
っ
か
け
に
発
足
し
た
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　

毎
月
第
二
・
四
水
曜
日
、
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま

で
北
部
文
化
福
祉
会
館
で
、
講
師
の
斉
藤
敏
恵
さ
ん

（
琴
心
流
）
の
も
と
、
会
員
５
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

演
歌
や
童
謡
と
い
っ
た
な
じ
み
の
深
い
も
の
や
洋
楽
な

ど
幅
広
い
楽
曲
を
演
奏
し
て
い
ま
す
。

　

大
正
琴
の
楽
譜
は
数
字
譜
と
い
う
も
の
で
、
初
心
者
で

も
簡
単
な
練
習
で
す
ぐ
に
演
奏
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
大
正
琴
は
、
指
を
よ
く
動
か
す
の
で
、
脳
の
活
性

化
に
も
つ
な
が
り
、
会
員
み
ん
な
で
元
気
に
仲
良
く
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
人
は
、
一
度
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

連
絡
先　

野
田

（
７
４
）
３
５
６
１

大正琴サークル

さざなみ会

楽しみながら、いろいろな曲を演奏しています

「
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
か
ら
始

め
て
い
ま
す
」
と
サ
ロ
ン
ハ
ー
ト
ぽ

っ
ぽ
の
竹
内
さ
ん

　

一
月
二
十
七
日
、
寒
川
総
合

体
育
館
で
町
地
域
福
祉
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

「
あ
な
た
が
主
役
、
身
近
な

地
域
の
支
え
あ
い
」
を
テ
ー

マ
に
第
一
部
で
は
、
ル
ー
テ
ル

学
院
大
学
の
市
川
一
宏
学
長

が
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
、
「
○

○
す
べ
き
で
は
な
く
、
そ
の
人

の
視
点
に
立
っ
た
福
祉
を
考
え

よ
う
」
と
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
町
内
で
活
動

す
る
グ
ル
ー
プ
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
活
動
で
着
目
し
た
点
と
取

り
組
ん
で
い
る
活
動
を
紹
介
し
、

み
ん
な
が
参
加
者
と
し
て
福
祉

に
か
か
わ
っ
て
い
こ
う
と
意
思

統
一
が
さ
れ
ま
し
た
。

25回目の出場を果たした北さん

地
域
に﹁
ホ
ッ
﹂と
で
き
る
場
所
を
つ
く
る

　

二
月
十
一
日
、
市
町
村
対
抗

か
な
が
わ
駅
伝
競
走
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

同
大
会
は
秦
野
市
中
央
公
園

か
ら
県
立
相
模
湖
公
園
ま
で
の

五
十
一
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を

七
人
で
継
走
す
る
も
の
で
、
今

年
は
三
十
二
チ
ー
ム
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

町
代
表
チ
ー
ム
の
記
録
は
総

合
時
間
二
時
間
五
十
五
分
十
五

秒
で
、
総
合
順
位
で
は
二
十
三

位
な
が
ら
も
町
村
の
部
で
五
位

に
入
賞
。
惜
し
く
も
昨
年
記
録

し
た
四
位
に
は
届
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

出
場
し
た
選
手
の

う
ち
、
北
重
治
さ
ん

（
ハ
ー
ト
ブ
レ
イ
ク
）

が
同
大
会
で
二
十
五
回

出
場
の
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

　

北
さ
ん
は
、
こ
の
大

会
が
郡
市
対
抗
駅
伝
の

町
村
の
部
で
五
位
入
賞

市
町
村
対
抗
か
な
が
わ
駅
伝

名
称
だ
っ
た
昭
和
五
十
七
年
に

代
表
に
選
ば
れ
て
以
来
連
続
で

参
加
し
、
今
大
会
で
二
十
五
回

目
の
出
場
を
達
成
。
表
彰
状

と
盾
を
手
に
「
こ
れ
で
終
わ
り

じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
ま
だ

走
り
ま
す
よ
」
と
笑
顔
で
話
し

て
い
ま
し
た
。
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今
か
ら
一
九
〇
〇
〜
一
八
〇
〇
年
ほ

ど
昔
、
弥
生
時
代
後
期
に
は
町
内
に
多

く
の
ム
ラ
が
営
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
前

段
階
と
な
る
中
期
後
半
（
約
二
〇
〇
〇

年
前
）
で
は
倉
見
才
戸
と
岡
田
西
河
内

の
二
遺
跡
に
限
ら
れ
て
い
た
集
落
跡
が
、

後
期
に
入
る
と
高
田
、
大
蔵
東
原
、
宮

山
、
倉
見
才
戸
な
ど
一
気
に
倍
以
上
に

増
加
し
ま
す
。
単
純
に
考
え
れ
ば
、
こ

の
時
期
に
人
口
の
急
激
な
増
加
と
そ
れ

を
支
え
る
だ
け
の
水
田
耕
作
地
の
拡
大

が
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
で

し
ょ
う
。

　

こ
れ
ら
後
期
の
ム
ラ
で
使
わ
れ
た
土

器
は
、
大
部
分
が
地
元
在
来
の
伝
統
を

引
き
継
ぐ
も
の
で
は
な
く
、
今
の
静
岡

県
西
部
か
ら
愛
知
県
東
部
に
か
け
て
の

土
器
と
よ
く
似
た
も
の
で
占
め
ら
れ
て

お
り
、
遠
く
東
海
地
方
か
ら
の
集
団
移

住
が
あ
っ
た
と
す
る
説
の
根
拠
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
土
器
形
式
の
変
遷
上
、
中
期
集

落
の
終し
ゅ
う

焉え
ん

と
後
期
集
落
の
始
ま
り
ま
で

に
は
多
少
の
空
白
期
間
が
あ
っ
た
と
言

わ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
期
、
ど
の
よ
う

な
社
会
背
景
の
も
と
に
人
々
が
移
動
し
、

集
落
を
築
い
て
い
っ
た
の
か
大
き
な
謎

と
な
っ
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
課

（
７
４
）
１
１
１
１

内
線
５
２
３
生
涯
学
習
担
当（
文
化
財

学
習
セ
ン
タ
ー
）FAX（
７
５
）９
９
０
７

土
器
か
ら
見
る

人
の
移
動９

寒
川
の
弥
生
時
代

東
海
系
の
高た
か

杯つ
き

（
上
・
高
田
遺
跡
出
土
）
と
な
だ
ら
か
な
形
状
が
特
徴
の
東
海
系
壷つ
ぼ

形
土
器
（
中
・

大
蔵
東
原
遺
跡
出
土
）
と
寒
川
の
伝
統
的
な
壺
形
土
器
（
下
・
高
田
遺
跡
出
土
）

　寒川地域を調べる資料のひとつに地図があります。
文書館で収集しているさまざまな地図資料は、閲覧で
きます。
　閲覧コーナーの奥には専用の地図架があり、ここに
は町が作成した都市計画基本図、国土地理院発行の地
形図などがあります。都市計画基本図は、いわゆる白
地図といわれるもので、平成２年以降の２５００分の
１、５千分の１、１万分の１、２万分の１の４種類が
そろっています。
　地形図は、２万５千分の１と５万分の１があり、県
内全域の最新版をそろえたほか、町域が載っているも
のは大正13年にまでさかのぼって収集しています。こ
れらは地図架の隣にある大型の閲覧机で広げて見ることができます。
　このほかにも明治時代の「一

いっ

村
そん

字
あざ

限
かぎり

切
きり

図
ず

」という土地の一筆ごとの区分を示した地図や、昭和42年以降の住宅
を記した「明細地図」など、さまざまな資料があります。詳しくはカウンターでお尋ねください。

寒川文書館 （７５）３６９１ FAX（７５）３７５８

地図資料

④

明治時代の土地の区分を示す貴重な資料
「一村字限切図」
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開
館
四
カ
月

　
　
　
　

よ
く
あ
る
質
問
に
答
え
ま
す

Q
貸
出
期
限
を
延
長
し
た
い
と
き
は

A
延
長
は
、
一
点
に
つ
き
一
度
だ
け
で

き
ま
す
。

　

図
書
類
は
返
却
日
か
ら
十
五
日
、視

聴
覚
資
料
は
八
日
間
延
長
が
で
き
ま

す
。延
長
の
申
し
込
み
は
、図
書
館
カ

ウ
ン
タ
ー
の
ほ
か
電
話
で
も
可
能
で
す
。

　

期
限
を
過
ぎ
て
も
返
さ
な
い
場
合
は
、

貸
出
停
止
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

Q
本
や
Ｃ
Ｄ
を
失
く
し
た
り
、

汚
し
た
り
し
た
と
き
は

A
図
書
館
の
資
料
は
、
み
ん
な

の
財
産
で
す
か
ら
、
同
じ
も
の

で
弁
償
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

特
に
Ｃ
Ｄ
ケ
ー
ス
の
破
損
が
目
立
ち

ま
す
。資
料
は
、大
切
に
扱
い
ま
し
ょ
う
。

Q
利
用
券
を
失
く
し
た
と
き
は

A
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
に
利
用
券
紛

失
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
一
カ
月

た
っ
て
も
見
つ
か
ら
な
い
場
合
は
、
新

し
い
利
用
券
を
発
行
し
ま
す
。
こ
の
間

は
仮
カ
ー
ド
で
資
料
の
貸
し
出
し
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

　

利
用
券
を
失
く
す
人
が
増
え
て
い
ま

す
。扱
い
に
は
十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

Q
返
却
ポ
ス
ト
は
ど
こ
に
あ
る
の

A
図
書
館
正
面
玄
関
わ
き
に
あ
り
ま
す
。

休
館
日
や
閉
館
時
間
中
の
返
却
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

Ｃ
Ｄ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
他
館
の
本
は
破
損

を
防
ぐ
た
め
返
却
ポ
ス
ト
に
は
入
れ
ず
、

開
館
時
に
直
接
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
で
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

寒
川
総
合
図
書
館

（
７
５
）

３
６
１
５
FAX
（
７
５
）
３
６
６
９

http://w
w
w
.lib-arc.sam

ukaw
a.

kanagaw
a.jp

みんなの健康メモ ♡５
　４月から役場の組織が見直さ
れます。新しくできる課は次の
うちどれでしょうか。

① 税務課

② 子育て支援課

③ 町民課

　春の風物詩となっている大会は、観桜駅伝競
走大会です。正解は①でした。
　正解者の中から抽選で次の人に記念品をお送
りします。

川更紗さん（中瀬）／大友京子さん（小動）
／宮 紀代子さん（宮山）

　ご応募ありがとうございました。

　　　　　　　はがきに３月号の答えを書いて
３月15日（木）までに〒253－0196寒川町役場
広報広聴課クイズさむかわ係へお送りください。

がんとタバコ
　タバコには約40種類もの発がん性物質が含まれて
います。なかでも有害性が高いのが、タール、ニコ
チン、一酸化炭素の３つです。これらは、口からの
どを通って肺に入り、肝臓で代謝され、尿に排せつ
されます。そのため、その通り道にある臓器はすべ
てガンになる危険にさらされています。

ガンの部位別死亡相対危険度
※非喫煙者を１とした禁煙者の相対危険度

がんの部位 男 女
肺がん ４.５倍 ２.３倍
咽頭（いんとう）がん 32.５倍 ３.３倍
食道がん ２.２倍 １.８倍
肝臓がん １.５倍 １.７倍
子宮頸がん ― １.６倍

（平山雄　計画調査1966～82）
　タバコは高血圧や高脂血症、動脈硬化の原因にも
なります。
　タバコは吸っている本人だけでなく、周りにいる
人の体にも影響があることを忘れてはいけません。
健康課 （７４）１１１１内線５５２健康づくり

担当FAX（７４）５６１３

総 合 図 書 館 ４

　幸福感にみちた曲、失恋したときに聴く
曲、眠くなる曲など、気軽なテーマをもと
に、それに関連する曲・ふさわしい曲を集
め、その概要をコンパクトに紹介。今のあな
たの気持ちにぴったりの曲が探せます。

著　者　宮本　英世
出版社　東京書籍

テーマ別クラシック
おもしろ鑑賞辞典

注目の一冊
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こ
ど
も
染
め
物
教
室

　

ハ
ン
カ
チ
を
使
っ
て
染
め
物
を

体
験
し
よ
う
。

と
き　

３
月
29
日
（
木
）
午
前
10

時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

北
部
文
化
福
祉
会
館

講
師　

大
久
保
利
江
さ
ん　

染
め

物
愛
好
家

対
象　

小
学
生　

20
人
／
先
着
順

持
ち
物　

白
い
ハ
ン
カ
チ
２
枚
以
上

申
し
込
み　

３
月
15
日
（
木
）
午

前
９
時
か
ら
同
館
へ
電
話
か
直
接

北
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
４
）

１
５
１
５
FAX
（
７
４
）
７
４
０
５

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
講
座

　

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
を
気
軽
に
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

３
月
22
日
（
木
）
午
前
10

時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

寒
川
総
合
図
書
館

内
容　

ル
ー
ム
ス
プ
レ
ー
作
り

※
町
人
材
登
録
制
度
の
Ｐ
Ｒ
も
行

い
ま
す
。

定
員　

15
人
／
先
着
順

講
師　

鈴
木
裕
子
さ
ん　

ス
テ
ッ

プ
・
ア
ッ
プ
登
録
講
師

費
用　

１
５
０
０
円
（
材
料
費
）

申
し
込
み　

３
月
５
日
（
月
）
か

ら
生
涯
学
習
課
へ
電
話
か
直
接

生
涯
学
習
課

内
線
５
２
２
生

涯
学
習
担
当
FAX(

７
５
）９
９
０
７

お
は
な
し
広
場

　

紙
芝
居
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

を
し
ま
す
。

と
き　

●
３
月
９
日
（
金
）
午
前

10
時
30
分
〜
11
時
15
分
（
幼
児
向

け
）
●
24
日
（
土
）
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
（
小
学
生
向
け
）

と
こ
ろ　

南
部
文
化
福
祉
会
館

南
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
５
）

０
２
８
１
FAX
（
７
５
）
１
７
７
７

ち
び
っ
こ
絵
画
教
室

　

い
ろ
い
ろ
な
画
材
で
絵
を
描
い

て
み
よ
う
。

と
き　

３
月
24
日
（
土
）
午
後
２

時
か
ら

と
こ
ろ　

南
部
文
化
福
祉
会
館

対
象　

小
学
生　

20
人
／
先
着
順

持
ち
物　

水
彩
道
具
一
式

申
し
込
み　

３
月
３
日
（
土
）
午

前
９
時
か
ら
同
館
へ
電
話
か
直
接

南
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
５
）

０
２
８
１
FAX
（
７
５
）
１
７
７
７

お問い合わせ先が役場の場合、役場の電話番号は省略してあります。
申し込みの時間は、特に記載のない場合午前８時30分から午後５時までです。
申し込み方法の記載がない場合は原則当日受け付けです。

役場あて郵便物に個別郵便番号を
記載すれば役場の住所はいりません。

文　

化

文　

化

　毎年３月下旬は、引っ越しなどが多くなる時期です。そのため、上記の日程で次の業務窓口を開きます。
と　き　午前８時３０分～正午、午後１時～５時

業　務　内　容 窓　　　口
住民異動届、住民票の写し・戸籍関係証明・印鑑登録証明書の交付、戸籍届
出、印鑑登録、外国人登録 町　民　課　内線２６４

国民健康保険異動届、国民年金異動届 保険年金課　内線２７２
児童及び障害福祉に関する各種届出 福　祉　課　内線２８３
老人保健医療受給者証、高齢者医療証、介護保険証等の手続き 高齢介護課　内線４４４
軽自動車の申告書受付、町県民税・固定資産税に関する各種証明の交付 税　務　課　内線２５３
中途転入学の手続き、新入学児童・生徒への就学通知書の発行 学校教育課　内線５３３

●他の市町村や関係機関に確認が必要となるなど、内容により取り扱いができない場合があります。
●書類に不備があった場合、再度窓口にお越しいただく場合があります。
●手続きに必要な書類など詳しくはお問い合わせください。

３月24日、25日の
土・日曜日に転出・転入等の届出ができます
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盆
栽
講
習
会

　

松
柏
類
の
整
枝
剪せ

ん

定て
い

を
行
い
ま

す
。
育
て
て
い
る
盆
栽
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

と
き　

３
月
25
日
（
日
）
午
前
９

時
〜
正
午

と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー

町
盆
栽
会　

三
澤

（
７
５
）

３
７
０
４

親
子
映
画
会

と
き　

３
月
24
日
（
土
）
午
後
２

時
か
ら

と
こ
ろ　

北
部
文
化
福
祉
会
館

上
映（
時
間
）　

ド
ラ
え
も
ん　

の

び
太
の
創
世
日
記
（
１
０
１
分
）

北
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
４
）

１
５
１
５
FAX
（
７
４
）
７
４
０
５

空
手
道
チ
ビ
ッ
コ
初
心
者
体
験
教
室

　

「
鍛
え
よ
心
と
体
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
健
康
で
健
全
な
子
ど
も
の

育
成
を
し
て
い
ま
す
。

と
き　

●
３
月
６
日
、
13
日
の
火

曜
日　

午
後
４
時
〜
５
時
30
分

●
３
月
８
日
、
15
日
の
木
曜
日　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

と
こ
ろ　

寒
川
総
合
体
育
館

対
象　

４
歳
〜
小
学
生

町
空
手
道
協
会　

山
田

０
４
６
５
（
６
２
）
１
５
２
２

春
う
ら
ら
寒
川
ウ
オ
ー
ク

参
加
者
募
集

と
き　

３
月
24
日
（
土
）

集
合
時
間
・
場
所　

午
前
８
時
30

分　

役
場
正
面
玄
関
前

コ
ー
ス　

役
場
〜
県
立
茅
ヶ
崎
里

山
公
園
（
往
復
約
９
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
）

対
象　

小
学
生
以
上
（
４
年
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
軽
食
、
飲
み

物
、
歩
き
や
す
い
服
装
で

申
し
込
み　

３
月
20
日
（
火
）
ま

で
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
電
話
か

直
接
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

ル
でス

ポ
ー
ツ
振
興
課

内
線

５
１
７
FAX
（
７
５
）
９
９
０
７

sp
o
rts@

to
w
n
.sa
m
u
ka
w
a
.

ka
n
a
g
a
w
a
.jp

町
民
ゴ
ル
フ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
大
会

と
き　

４
月
４
日
（
水
）
午
前
８

時
ス
タ
ー
ト

と
こ
ろ　

伊
勢
原
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ

競
技
方
法　

新
ペ
リ
ヤ
方
式

対
象　

町
内
外
問
わ
ず
ど
な
た
で

も
（
グ
ル
ー
プ
、
職
場
等
組
単
位

の
参
加
歓
迎
）

費
用　

１
万
９
０
０
０
円
（
賞
品
、

参
加
賞
、
パ
ー
テ
ィ
ー
、
食
事
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
代
含
む
）

申
し
込
み　

３
月
15
日
（
木
）
ま

で
に
寒
川
ゴ
ル
フ
協
会
へ
電
話
か

直
接寒

川
ゴ
ル
フ
協
会　

石
井

（
７
５
）
７
８
６
７

譲ります
▶座卓（茶色・W91×D60×H38㎝）▶そろばん（長
さ30㎝１丁、35㎝２丁）▶電気カミソリ▶炊飯器
▶プッシュホン▶ベビーカー（両対面式、美品）▶
マタニティーウェア（Ｌサイズ、複数あり）▶コピー
機（Ａ４サイズ用、モノクロ、説明書あり）▶ ピアノ
（アップライト、ぞうげのけん盤、クラシックタイプ、す
べて木製のため通常のピアノより重量あり）
求めます
▶卓上ミシン▶グラウンドゴルフセット▶洋裁用人
台（ボディ）▶ワードプロセッサー▶男児子ども服
（80～100㎝）▶一輪車（14インチ）▶フルート（初
心者向け）▶デスクトップパソコン、ノートパソコン
（１９９８年以降の物）▶さくら幼稚園体操服（LLサ
イズ）▶さくら幼稚園女児夏用制服（LLサイズ）▶
さくら幼稚園帽子（Ｌ、ＬＬサイズ）▶さくら幼稚園男
児冬用制服（Ｌ、ＬＬサイズ）▶さくら幼稚園男児夏
用制服（Ｌ、ＬＬサイズ）

【平成19年2月7日現在】
　不用品の登録や斡

あっせん

旋は窓口、電話でお受けしま
す。町のホームページにも掲載しています。不用
品の取引は当事者同士の直接交渉となります。登
録期間は３カ月です。
町民課 内線261町民相談担当 FAX（74）5613

あ
な
た
も
ひ
っ
た
く
り
犯
に

狙
わ
れ
て
い
ま
す

　

茅
ヶ
崎
警
察
署
管
内
で
ひ
っ

た
く
り
の
被
害
が
増
え
て
い
ま

す
。
自
分
は
被
害
に
遭
わ
な
い

と
思
い
が
ち
で
す
が
、
い
つ
狙

わ
れ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
被

害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
外
出
や

買
い
物
は
、
次
の
点
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

●
所
持
品
を
車
道
側
に
持
た
な

い●
所
持
品
を
持
っ
た
側
に
人
が

通
れ
る
余
地
を
作
ら
な
い

●
お
金
は
な
る
べ
く
身
に
つ
け
、

所
持
品
の
中
に
入
れ
な
い

●
金
融
機
関
の
行
き
帰
り
は
特

に
注
意
し
、
多
額
の
現
金
を
所

持
す
る
場
合
は
タ
ク
シ
ー
等
を

利
用
す
る

●
人
通
り
の
多
い
明
る
い
道
を

利
用
し
、
夜
遅
い
と
き
は
車
を

使
う
か
家
族
に
迎
え
に
来
て
も

ら
う

●
自
転
車
の
荷
物
カ
ゴ
に
は
防

犯
ネ
ッ
ト
等
で
覆
い
を
す
る

●
防
犯
ブ
ザ
ー
等
の
防
犯
用
品

を
活
用
す
る

茅
ヶ
崎
警
察
署

（
８
２
）

０
１
１
０
生
活
安
全
課
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健
康
気
功
教
室

　

ゆ
っ
た
り
と
し
た
曲
に
合
わ
せ
て

中
国
の
健
康
気
功
を
し
ま
し
ょ
う
。

と
き　

４
月
12
日
、19
日
、26
日
の

木
曜
日　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

対
象　

町
内
在
住
か
在
勤
の
人　

各
日
40
人
／
先
着
順

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
動

き
や
す
い
服
装
で

申
し
込
み　

３
月
14
日
（
水
）
か

ら
健
康
課
へ
電
話
か
直
接

健
康
課

内
線
５
５
３
健
康
づ

く
り
担
当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

体
操
教
室

　

昨
年
誕
生
し
た
健
康
運
動
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
一
緒
に
楽
し
く
体
を

動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

毎
月
第
２
水
曜
日　

午
前

10
時
〜
11
時
30
分
（
１
回
だ
け
の

参
加
可
、
各
月
の
開
催
日
は
変
更

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
）

と
こ
ろ　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　

飲
み
物
、
動
き
や
す
い

服
装
で

健
康
課

内
線
５
５
３
健
康
づ

く
り
担
当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

就
学
援
助
制
度

　

町
で
は
、
児
童
・
生
徒
が
学
校

生
活
で
楽
し
く
勉
強
で
き
る
よ
う

に
、
経
済
的
な
事
情
で
就
学
が
困

難
な
家
庭
に
対
し
学
用
品
費
や
給

食
費
な
ど
、
学
校
で
か
か
る
費
用

の
一
部
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

対
象
世
帯　

●
生
活
保
護
を
受
け

る
世
帯
に
準
ず
る
●
町
の
税
金
等

が
非
課
税
ま
た
は
減
免
さ
れ
て
い

る
●
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受

け
て
い
る
●
経
済
的
な
理
由
で
就

学
が
困
難
な
ど

援
助
内
容
・
手
続
き
方
法　

詳
し
く

は
通
学
し
て
い
る
学
校
ま
た
は
学

校
教
育
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

学
校
教
育
課

内
線
５
３
３

学
事
担
当
FAX
（
７
５
）
９
９
０
７

個
人
住
民
税
の
税
制
改
正

出
張
説
明
会

　

税
制
改
正
に
関
す
る
出
張
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ　

●
４
月
10
日

（
火
）
午
後
７
時
〜
９
時　

北
部

文
化
福
祉
会
館
●
11
日
（
水
）
午

後
７
時
〜
９
時　

南
部
文
化
福
祉

会
館
●
12
日
（
木
）
午
後
７
時
〜

９
時　

町
役
場
東
分
庁
舎

※
資
料
準
備
の
都
合
上
、開
催
日
の

前
日
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で

税
務
課
へ
参
加
人
数
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

税
務
課

内
線
２
５
４
町
民
税

担
当
FAX
（
７
４
）
１
３
８
５

町
勤
労
者
住
宅
資
金
利
子
補
助
制
度

　

町
で
は
、
勤
労
者
の
住
宅
取
得

費
用
の
負
担
軽
減
と
、
住
宅
取
得

を
促
進
す
る
た
め
に
住
宅
資
金
の

利
子
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者　

次
の
す
べ
て
の
要
件
を

満
た
す
人

●
中
央
労
働
金
庫
か
ら
住
宅
資
金

の
融
資
を
受
け
た
人
●
町
に
住
民

登
録
を
し
て
い
る
人
●
事
業
所
に

勤
務
し
て
い
る
人
●
町
内
に
自
己

そ
の
他

そ
の
他

が
所
有
し
、
か
つ
自
ら
が
居
住
す

る
住
宅
を
新
築
、
購
入
ま
た
は
増

改
築
す
る
人

補
助
対
象
額　

50
万
円
以
上

６
０
０
万
円
以
下

補
助
額　

年
間
16
万
５
６
０
０
円

（
上
限
、
３
％
以
内
）

補
助
期
間　

４
年
以
内

※
補
助
の
対
象
と
な
ら
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

中
央
労
働
金
庫
茅
ヶ
崎
支
店

（
８
７
）
８
８
２
２

産
業
振
興
課

内
線
４
６
７

労
政
担
当
FAX
（
７
４
）
２
８
３
３

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
歌
謡
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

ほ
の
ぼ
の
道
場
５
周
年
を
記

念
し
て
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
の
歌
謡

シ
ョ
ー
を
行
い
ま
す
。

と
き　

３
月
18
日
（
日
）
午
前
10

時
か
ら

と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

ほ
の
ぼ
の
道
場
歌
謡
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会　

鈴
木

０
９
０
（
１
０
３
４
）
６
５
４
３

健　

康

健　

康

消防団員の募集　～地域の安心安全を守ろう～
　消防団は、「自らの地域は自らで守る」という精神に基
づく地元住民を中心とした組織です。地域防災体制の中核
的存在として、災害対応、地域コミュニティーの維持・振
興に大きな役割を果たしています。
　大規模災害時における活動をみても消防団が果たす役割
は大きく、地域住民からも大きな期待が寄せられています。
　そこで、消防団の重要性を理解し、地域の安心・安全な
まちづくりのために、消防団員として活躍していただける
人を募集しています。あなたの力を町の安心安全に生かし
てみませんか。
資格　満18歳以上で、町内在住か在勤の人
申し込み　消防本部庶務課へ電話か直接
※詳しくはお問い合わせください。
消防本部庶務課 （７５）８００１ FAX（７５）８０８０
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３月　
１日㈭ ７か月児相談／かんたん寝たきり予防体操／ビーズアクセ

サリー作り教室

２日㈮ 体脂肪燃焼セミナー⑥

３日㈯ 宮山中里遺跡発掘調査見学会／文教大学出張講座③／公民
館まつり／こども映画会／子育て学級

４日㈰ 公民館まつり／凧あげ大会

５日㈪ 子育て広場

６日㈫ 献血

７日㈬ 体の訓練

８日㈭ 人材登録制度「ステップ・アップ」登録者研修会／ビーズア
クセサリー作り教室

９日㈮ おはなし広場／ことばの訓練／古典文学講座

10日㈯ 文教大学出張講座④／百人一首かるた教室／ニュースポー
ツ講習会

11日㈰ 湘南地区障害者卓球大会

12日㈪

13日㈫ １歳６か月児健診

14日㈬ ２歳児歯科相談

15日㈭

16日㈮ 食生活改善教室⑫／家庭教育講演会

17日㈯ おはなし図書館／こども囲碁・将棋教室／ちいさな映画会
／ちびっこクッキング教室

18日㈰ 人権教育講演会「ハンナのかばん」

19日㈪ 国民健康保険料夜間納付相談

20日㈫ ３歳６か月児健診／こどもの心の相談／国民健康保険料夜
間納付相談

21日㈬  春分の日

22日㈭ 国民健康保険料夜間納付相談／アロマテラピー講座

23日㈮ 育児相談／食生活相談／国民健康保険料夜間納付相談

24日㈯ おはなし広場／ちびっこ絵画教室／親子映画会／春うらら
寒川ウオーク

25日㈰ 国民健康保険料休日納付相談

26日㈪

27日㈫ 骨密度測定／リーダー研修会

28日㈬

29日㈭ ゆうゆう学園修了式／子ども染め物教室／畜霊会

30日㈮

31日㈯ さむかわハッピー買物券利用期限

１日㈰ 観桜駅伝競走大会

２日㈪ 清掃手数料定額制第４期、国民健康保険料、保育料、介護保
険料納付期限
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テレホンサービス
●行政ミニ情報　 （７４）１０１０
●テレホン童話　 （７４）１０１４
　今月の童話は「吉

きっちょむ

四六の天昇り」です。

きらめきさむかわ
　レディオ湘南（83.1メガヘルツ）で町の情
報を放送しています。

放送日 毎週月曜日

９：00～９：20　19：00～19：20（再放送）

ケーブルテレビ
　ジェイコム湘南のコミュニティーチャ
ンネルで、町の紹介をしています。
　今月は「初めての開催　寒川町こども議
会」です。

放送日 ３月12日（月）～24日（土）

９：00～９：15　　12：00～12：15
17：00～17：15　　23：00～23：15
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A券は大型店２店舗でも使えます

４月
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寒川町食生活改善推進団体　高林 （７５）７５４３

（シロップ）砂糖　20g／水　30ml

練りあん　200g／イチゴ　小12粒／白玉粉　150g

／砂糖　90g／水　200ml／片栗粉　少々

①水に砂糖を加えて沸騰させ、シロップ

を作り、冷ましておく。

②練りあんは１２等分し①のシロップを

つけながら丸めておく。

③イチゴはへたを取り、水分をよくふき、

練りあんの上にのせる。練りあんで包

んでも良い。

④白玉粉、砂糖、水を耐熱ボールに入れ、

よくかき混ぜてラップをして、電子レ

ンジに４分かけ、木べらでよく練って、

再びレンジに４分かける。

⑤バットに片栗粉を敷き④をおき、１２

等分して③を包み、形を整える。

※練りあんを白あんに変えてもあいます

作り方

材料　12個分

　おじいちゃんおばあちゃんと孫、一家の写真も募集しています。
　写っている人の名前、年齢、住所、応募者の連絡先とコメント
を記入して、広報広聴課まで郵送か持参してね。

  　２月１４日、４月から１年生
になる一之宮愛児園の園児
が一之宮小学校を訪れました。
これは小学校入学前に行われ
る学校見学で、園児たちを出

迎えるのは２年生の児童です。手を引きな
がら、園児に学校の中を案内していきます。
お兄さんお姉さんの説明に、園児たちは入
学が待ちきれない様子でした。

◆
本
誌
は
資
源
保
護
の
た
め
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

▶人事異動で広報広聴担当と
なり、周りの人に助けられな
がらも慣れない仕事にあたふ
たしている間にもうすぐ１年。

２年目は、もっと余裕を持ってじっくり仕事
をしたいな。（正）▶今年の冬は暖冬と言わ
れ続け、本当に暖冬のまま終わってしまい
そうです。地球温暖化が原因なのでしょうか。
あまり冬を感じないまま、すぐそこまで春が
来ています。積極的に外に出て、季節の移り
変わりを感じたいと思います。（修）▶数年
前から花粉症になり、不快な症状に、毎年こ
の時期になると悩まされてしまいます。少し
ずつ暖かくなり、出かけるのが楽しみです
が、どうしてもわたしは花粉の飛散量の予
報が気になります。（幸）

１個あたり１１９kcal

2,503人 89.4人/日
（前月比 14.8 人 / 日減）

3,033人 108.3人/日
（前月比 17.5 人 / 日減）

イチゴ大福
親子で作ろう①

●町公式ホームページ　http://www.town.samukawa.kanagawa.jp
●携帯電話用ホームページ　http://www.town.samukawa.kanagawa.jp/imodo/index.html

しあわせ家族

（左）生田　龍也ちゃん　５歳（松本市）
（左中）青木　陽之介ちゃん　９歳（茅ヶ崎市）
（中）歌川　真実ちゃん　４歳（岡田）
（右中）生田　和也ちゃん　３歳（松本市）
（右）生田　龍一さん　（岡田）

１月の
コミュニティバス

利用状況

白玉を分ける時は熱いので、やけどに気をつけてね。


